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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

皆様、お元気ですか。吉川真由美です。

早速ですが、NHKで毎週放映されている「エリンが挑戦！にほんごできます」シリーズはご存知でしょうか。楽しく日本語学習や文化学習ができる映像教材です。この教材を凡人社がDVD付のテキスト（3冊）の形で出版しました。国際交流基金サンパウロ日本文化センターの図書館にも入りましたので、是非、お使いになってみてください。
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OoOo　「言語差別」　OoOo
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さて、今日はいろいろな雑誌や本が話題にしている「言語差別」について考えてみたいと思います。

私たち、日本語教師は、学習者に教える日本語は「きれいな日本語」、「日本全国で通じる日本語」でなければならないと常に思っていると思います。ところが、「きれいな日本語」というのはどんな日本語でしょうか。「きれいな日本語」があるのであれば、逆に「きたない日本語」もあるということでしょうか。

ある日、日本語を教えている友達と雑談をしていたら、こんなことを聞かれたことがあります。

「○○さんの日本語にはポルトガル語がいつも混ざっていて変だけど、そう思いません？」。もう一人の友達は「それより、方言を使って話す××さんの日本語の方がきたなく聞こえるわ！だって、「～している」というべきところを「～しよる」とか言うんですもの」。私はこのような発言を聞いて、こう思いました。日本語教師は日本語を外国語としてみる目がなくてはいけないのは確かです。日本語を外国語としてみるということは、ある意味では、その言語を冷静に分析する・観察する目がなければいけないということですね。ですから、「きれいだ」とか「きたない」とかいった自分の価値観・評価を人が使用している言語に与えてしまうことは、その言語を分析するときに邪魔してしまう要素になるのではないかと思います。

これから、いろいろな例を挙げながら、現在、使われている日本語に一般の人が与える価値観と、その言語を教える人たちがその価値観に対してどう考えるかについて考えてみたいと思います。また、その言語を教えるときに、その価値観による言語差別をどう扱うかについて考察してみたいと思います。

私たちは、子供のときから自分の母国語（私の場合はポルトガル語）を学校で国語として学ぶのですが、どんな言い方が失礼に当たるか、どんな表現が響きがいい･悪いか、どんなときにどう言えばいいのかといったことが大体分かるようになります。外国語の場合、特に大人になってから学習する場合は、文法の知識以外に各表現、各語彙がどのようなときに使用されていて、さらに、どんな話題について、いつ話す･話さないかをも学習することになると思います。具体的な例を挙げてみますと、ある日、韓国人の男性にポルトガル語で話しかけられて、最初に聞かれたことが「何歳ですか」だったのです。ブラジルでは、特定の場合を除き、女性に（特に男性が）歳を聞くことは失礼だということは、ブラジル人だったら誰でも知っていることなので、私はショックを受けました。後で考えてみたら、その韓国の方には、それが当たり前だったかもしれません。韓国では、上下関係・歳の差などが人と話すときにすごく大切な情報だそうです。このような情報は、言語を使用している人たちの間では、暗黙の了解のようになっていて、母国語だったら誰も教えなくても、自然に身についていきます。けれども、外国語を学習するときには、それをも全て学習することになります。

同じ観点から考えますと、「きれいなことば」「きたないことば」「きれいな字」「きたない字」という概念は、どのように決められるのでしょうか。私はいつもこのような概念を不思議に思っています。例えば、アラビア語を習い始めたとします。アラビア文字が書いてあるノートや本を初めて見て「ああ、きれいな字ですね」と判断できる人はいるのでしょうか。ちなみに、韓国語を習い始めたときにハングル文字を初めて書いたとき、「子供の字みたい」と先生に言われました。けれども、私には大人が書くハングル文字と子供が書くハングル文字の違いさえ分からないので、どんな字がきれいなのかが分からないのは当たり前だと思います。感覚としてそれが少し分かってくるまでは、人によるとは思いますが、多少時間がかかるのではないでしょうか。

また、ことばに関する価値観の話に戻りますが、よく聞く話が日本語の方言のことです。「あの人は関西の人だから、アクセントが間違っているのです」、「あの人は東北の人だから「なし」（梨）のことを「なす」というの。発音が間違っているよね」といったコメントを聞いたことがあります。また、「四国では「きれいじゃない」のことを「きれくない」というので文法的に間違っている」ということも聞いたことがあります。この「間違っている」という発言についてですが、何を基準にしてこんなことを言っているのかなと考えさせられます。

数年前の話ですが、ある日、こちらへお仕事でいらっしゃった方に「ポルトガル語は、私には、スペイン語のずーずー弁のように聞こえるのです」ということをおっしゃいました。すると、それを聞いていた友達が後で「失礼だわ。ポルトガル語をずーずー弁と比較して」とコメントしたのですが、私にとっては、この「失礼」という友達のことばの方がむしろ、ずーずー弁に対して「失礼」じゃないかという気がしました。なぜかと言いますと、「ずーずー弁」はその人にとってマイナス評価されていると感じたからです。もし、それが「東京方言のように聞こえる」とその方がおっしゃっていたら、プラス評価することになっていたのでしょうか。

方言の場合は、日本語を学校でゼロから習い始めた人にとっては、「間違っている」ことばではなく、「日本全国で通じることば（共通語と言ってもいいでしょうか）とは違うことば」であるという意識の方が強い気がします。決して「きたないことば」という実感はないのではないかと思います。これはあくまでも個人的な実感ですが、皆さんはどう思いますか。

日本語教師としては、もちろん、日本のある地域でしか通じないことばを教えるのは問題なので、一応、日本全国で通じることばを教えることになるのです。もし、日系人の学習者で、家庭内でおじいさんやおばあさんがいらっしゃって、その方たちに教えてもらった方言を知っている学習者がいたとしたら、授業中では、どんなことば･表現が方言であって、どれが共通語であるかという情報を与えることになるでしょう。

文法に関して言いますと、現在、文法的に正しいと言われている文でも、いつかは「文法的に間違っている」ということになるかもしれません。例えば、「ぜんぜん大丈夫」という言い方ですが、私が日本語を習ったときには、先生が「ぜんぜん+～ない」という形で教えてくださいましたが、Googleで検索したら、次のようなことが書いてありました。「例えば森鴎外『灰燼』（大正元年）は、次のように書かれていた。好色家が女がうるさいと伝ふと、全然同じ事である。」。また、別のサイトで探してみたら、「もっとも『岩波国語辞典』（第6版）によれば、肯定表現にも２種類あって、「非常に」「断然」の意に使うのは俗用だそうですが、「全然ＯＫ」に関していえば、これは「すっかりＯＫ」「全面的にＯＫ」という意味ともとれるので、伝統的な用法に沿った使い方であるともいえましょう。」と書いてありました。つまり、昔は「全然」ということばは肯定形のことばと使われていたようですが、その後、否定形といっしょに使われるようになり、現在では、また肯定形と使用している例も出てきています。このように、ことばだけではなく、表現、そして文法も時代と共に変化していくのが自然であるということが分かります。

それでは、日本語を外国語として教えるときにはどうすればいいのでしょうか。一応、教科書に載っている形が、現在、一般的に正しい言い方（？）とされている形なので、それを教えることになると思います。けれども、学習者が「先生はこう教えたけど、NHKを見ていたら、こう言っていた」という情報を授業に持ち込んできた場合は、どんなときにどう使うかを教えるのが教師の役割ではないかと思います。

まとめますと、言語差別については、教師は言語に対する個人的な考え方・意見を学習者に押し付ける権利はなく、そのことばの機能や働きを教え、「きれい・きたない」といった形容詞で言語を見ることは避けた方がいいのではないかと思います。学習者は、その外国語を使用して自分の考え方を表現したいわけですので、あくまでも、「日本人だったら誰でも理解できる日本語」を教えたいものですね。

☆★☆★☆おわりに★☆★☆★

4週間前のメルマガで「漢字の教え方と漢字学習」というテーマの「日本語セミナー」が行われるということを書きました。このセミナーでは、漢字がご専門のアレシャンドレ・モライス先生をお招きし、漢字の由来や練習方法について話していただいたのですが、これまでにないほど多くの方が参加されました。日本語教師だけではなく、漢字に興味のある日本語学習者も集まり、参加者数は98人でした。アレシャンドレ先生、貴重な御講義をありがとうございました。

今後も引き続き日本語教育に関するいろいろなテーマのセミナーを行おうと思っていますので、ご参加･助言・アドバイスください。よろしくお願いいたします。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

日本語文・ポルトガル語文　吉川・一甲真由美エジナ

みうらのサイト
日本語教師緒役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開しています。
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